
平成２５年４月１５日（月）～４月２１日（日）〔平成２５年第１６週〕の感染症発生状況 
第１６週で定点当たり報告数の多かった疾病は、1)感染性胃腸炎 2)Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎 3)インフルエンザでした。 
感染性胃腸炎は定点当たり９．１８人と前週（８．９７）より患者報告数はやや増加しましたが、例年より低いレベルで推移しています。 
Ａ群溶血性レンサ球菌咽頭炎は定点当たり２．７９人と前週（１．９７）より患者報告数は増加し、例年より高いレベルで推移しています。 
風しんの届出が２５件あり、前週と比較すると届出数は増加し、依然として非常に高いレベルでの報告が続いています。そのため、引き続き発

生動向に注意するとともに予防対策（ワクチン接種の検討等）の徹底が重要です。
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【感染症発生動向調査事業から】

今、何の病気が流行しているか！

第１６週注目疾患 

第１６週報告数第１位
鳥インフルエンザＡ（H7N9）の情報に注意！！

今般、中国において鳥インフルエンザＡ（H7N9）ウイルスに感染した患者が

報告されています。ゴールデンウィーク等に中国へ渡航される場合には、今後の

情報に注意が必要です。なお、現時点では、ヒトからヒトへの感染は確認されて

いません。 

鳥インフルエンザ対策

流行地では鳥に直接触ったり、病気の鳥や

死んだ鳥に近寄ったりしないようにしましょ

う。また、手洗いや咳エチケットをこころが

けてください。 

インドネシアやエジプトなどでは、別の型の鳥インフルエン

ザ（Ｈ５Ｎ１）ウイルスの感染も報告されています。海外では、

鳥などの動物が、日本で発生がない感染症の原因ウイルス等を

保有している可能性がありますので注意してください。 

患者等発生状況 平成２５年４月２２日現在（内閣官房新型インフルエンザ等対策室発表） 

・鳥インフルエンザＡ（H7N9）ウイルスに感染が確定した者：102名（うち死亡者20名） 

・発生地域：上海市34名（うち死亡者11名）、北京市1名、江蘇省23名（うち死亡者3名）、

安徽省3名（うち死亡者1名）、浙江省38名（うち死亡者5名）、河南省3名 

中国から帰国後10日以内に、発熱

や咳などインフルエンザ様の症状が

出た時は、最寄りの保健所に電話にて

御相談ください。 

その際、中国に滞在してい 

たことを告げてください。 


